
急速に変化する現代社会において、私たちは
予測不�能な未来に直⾯しています。AIやIoT
といったテク�ノロジーが私たちの⽣活に深く
浸透し、社会構造そ�のものが⼤きく変化して
きており、⾃ら考え、創造することや、問題
発⾒・解決能⼒などの資質・能⼒が⼤切にな
ってきています。

信州のプログラミング教育を牽引する

Makersフェロープログラム
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研修期間・内容(令和6年度の内容)�
✦4⽉27⽇(⼟)、28⽇(⽇)�『キックオフ講座』(オンライン開催)�

✦5⽉〜7⽉(2週間に1度)�『定期チェックイン』(オンライン開催)�
 「クリエイティブラーニングの活動をデザインしてみよう」�
 プログラミングを⼊⼝に、みんなで活動を体験したり、考えたりします。
�
✦9⽉〜12⽉(2週間に1度)�『定期チェックイン』(オンライン開催)�
 「みんなで授業アイディアを考えよう、考えた授業に挑戦してみよう」�
 5⽉〜7⽉の活動を参考に、授業のアイディアを考えたり、その授業に実際に
挑戦したりします。�

✦1⽉�『成果発表会・まとめの会』(オンライン開催)�
 「1年間の研修のまとめを共有しよう」�挑戦した授業について発表し、それぞ
れの先⽣の授業実践から学び合い�ます。�

信州Makers教室(6⽉)、信州Makersキャンプ(8⽉)の⾒学�
 ICTや数学、科学、技術、美術などの⼒を融合させて、他者と協働しながら
新たなアイデアを⽣み出し形にする「新たな学びの場」として、信州Makers
教室・キ�ャンプを開催しています。令和6年度は、総勢100名を超える⼩・中
学⽣が参�加しました。Makersフェローに参加している先⽣⽅も⾒学にきて、
⼦どもと⼀緒�に学びました。

Makersフェロープログラムでは、急激に
変化する時代の中で⼦どもたちに育むべき
資質・能⼒にむけて、プログラミングの良
さ(トライ&エラーがやりやすい、答えも道
筋も複数ある、⼦どもが主体的に多様な解
決策を模索しやすい等)を⼊⼝として、⾃分
の授業観を振り返りながら、授業づくりに
ついて、講師の先⽣からも助⾔をもらいな
がら、みんなで考えていく研修です。



４⽉末の⼟⽇の２⽇間で、Makersフェロー
プログラムのキックオフをオンラインで開催
しました。
講義やアクティビティ満載の２⽇間の中で、
プログラミングやデザイン等を通して、実際
に⾃分のアイディアを形にしていきながら、
学びを深めました。

令和６年度の信州Makesキャンプを
総合教育センターで２⽇間に渡って
開催。「⽕星開拓（マーズフロンティ
ア）」をテーマに、ものづくりやプロ
グラミングに取り組みました。

Makersフェロープログラムの１年間の流れ

４⽉
Makersフェロー
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6⽉
信州Makers

教室

８⽉
信州Makers
キャンプ

９⽉∼１２⽉
授業に⽣かす

令和６年度の信州Makers教室を東北
信、中南信の２地区で開催。
今年のテーマは「⼯作迷宮（メイクダ
ンジョン）」。プログラミング等を通し
て、⾃分のアイディアを形にしていき
ました。

Makersフェロープログラムでは、
⽉に２回オンラインで集まって、プログ
ラミングやクリエイティブラーニングに
ついてのアクティビティを⾏ったり、学
んだことを授業に⽣かすアイディア出し
やディスカッションを⾏います。それら
をうけて、９⽉から実際に授業に挑戦し
ます。実践例を交換しながら、授業づく
りについて深めていきます。



「オンラインでの研修やプログラミングの経験がないから…」
 と、⼼配する必要はありません。
 講師の先⽣⽅、Makersフェロー事務局がしっかりフォローいたします。

講師の先⽣⽅（令和６年度）
 ✦ 信州⼤学教育学部  村松浩幸�先⽣  ⼩倉光明�先⽣
 ✦ Simon �F rase r⼤学 村井裕実⼦�先⽣
 ✦ （株）アソビズム の皆さん

 Makersフェロー事務局
 ✦ ⻑野県教育委員会事務局 学びの改⾰⽀援課

信州のプログラミング教育を牽引する

Makersフェロープログラム
プログラミングの良さを⼊⼝として、⾃分の授業観を振り返りながら、授業づくりに
ついてみんなで考える研修です。オンラインやクラウドを活⽤して進めていきます。


